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ご利用頂きありがとうございます。今月もよろしくお願い致します。
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『美味しい野菜
をありがとう』

便り：其ノ７１
『ウキウキワクワクの

旧車イベント』～本社便り～

本社：熊本市南区日吉2丁目11-40
TEL.096-357-8400 FAX.096-357-8495
工場：宇土市新開町字東開1895-19
TEL.0964-24-1400 FAX.0964-24-1500
定休日：日曜日・祝日・第二・三・四土曜日
営業時間：午前8時30分～午後5時30分

ゴールデンウイーク最終日の5月5日。南小国町にある瀬の本レストハ
ウスで、【瀬の本グランプリ】という旧車のイベントがありました。
新型コロナのまん延防止解除後初めての大型連休、天気もよく絶好のド
ライブ日和。これは行くっきゃない！と車を走らせました。現地に向か
うまでの道のりで2kmの渋滞、到着しても駐車場には車やバイクが
いっぱい。
普段ならイライラしがちですが
会場に向かうギャラリーの方々
の車もこだわり抜いたスポーツ
カーだったり、旧車だったりと
存分に楽しめる道のりでした。
改めて旧車を愛している人が
多いんだなぁと感じました。
車を停め、会場にいくとそこに
は普段なかなかお目にかかれな
い旧車がずらり✨
約100台の旧車が九州各地から集まっていました。いろんな車を一気
に見て目が回りましたが終始楽しい時間を過ごせました！
また、車のイベントがあれば見に行きたいです。

暇さえあれば美味しい物探しをしている戸田です。
この日もおいしい物を探して城山付近をうろちょろ…ふと、数か月前に営
業のＭさんに教えてもらった餃子の無人販売の事を思い出し、どうしても
食べたくなりレッツゴーしてきました。
その名も【餃子の雪松】さん。24時間営業
の餃子の無人直売所です。熊本県内にはすで
に7店舗あります。私は、砂原店に行きまし
たが本当に誰もいませんでした。
お店に入ると冷凍庫がありその中に沢山の
冷凍餃子が並んでいます。横の棚には特製の
タレ(200円)も販売されています。
一つ買って帰り早速焼いてみました。餃子の
雪松さんのホームページには美味しい餃子の
焼き方が書いてあります。

1.熱湯100ccを用意
2.フライパンに油30ccをひき、火をつけ1分間あたためる
3.火を止め、間隔をあけ餃子を並べる
4.熱湯をすべての餃子にかかるよう上からかける
5.蓋をして蒸し焼き(5〜6分)→蓋をあけ水分を飛ばしたら出来上がり

実に簡単！しかも解凍せず冷凍のまま調理できるので手間も省けます。
しかし、私は重大なミスを犯しました…

←その写真がこちらです。見てください！
間隔が全くあいていません。
逆に餃子がひしめき合っています。書い
てある通りに作ればいいのに自己流を入
れてしまう。悪い癖ですね笑
最終的にはきれいに出来上がったので
内心ホッとしました。
気になる味の方ですが、皮はパリっ＆もち

もち。ニンニク、ニラも効いていてご飯がどんどん
進むお味でした。キャベツもたっぷりなので意外に
ヘルシーなのかもしれません。
金額は36個入で1,000円(税込み)。賞味期限も冷凍
保存で約１ヵ月なので残りを取っておいて後日楽しめ
るという特典付き。そうか！これを一粒で2度おいし
いというのか。手軽に買えて簡単に調理できる、そし
て美味しい！これぞ主婦の味方！と思える餃子でした。

＼㊦えっ！いいんですか❤／

遠慮なく

１モフり100万円に
なりまぁす❣

触ったね?!

ゴールデンウィークも終わり、暑い日続きで夏がすぐそこまで近づいて
きたように感じます。毎度おなじみ副工場長の岩岡です。
緑川工場では、使用済み自動車の解体・処理などを行っておりますが地
元のお客様が直接部品を探しに来られることもたまにあります。
お客様の中には農業をされている方も多く、トラクターに使うバッテ
リーなどをご購入頂く事もあります。そんな農家の方から、探してくれ
たお礼にと新鮮なお野菜をいただく事もしばしば。規格外なのかもしれ
ませんが、そんな事は関係ありません！野菜づくりのプロのお野菜なの
で、とんでもなく美味しいんです！
今回は袋いっぱいのミニトマトとナスをいただきました。部品を購入い
ただいた上に美味しいお野菜をいただけるなんて…。本当にありがとう
ございます！！！
毎回みんなで取り合い数分後には全てなくなってしまう大人気なお野菜
です。この美味しい夏野菜を食べて今年の猛暑も乗り切ろう！と心に誓
いました。
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小粒のミニトマト
とっても甘いよ

みずみずしい茄子
焼きナスでとろっとろ

美味しい餃子の焼き方

～餃子になって
包まれたい～

並べ終わった後その過ちに気付く…

編集担当/戸田まなみ


